
【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

令和４年８月１日（月）～令和４年８月７日（日）〔令和４年第３１週〕の感染症発生状況 

第３１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）手足口病 ２）ＲＳウイルス感染症 ３）感染性胃腸炎でした。 

手足口病の定点当たり患者報告数は５．３２人と前週（４．９２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

ＲＳウイルス感染症の定点当たり患者報告数は３．９４人と前週（４．２７人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．２６人と前週（２．３２人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。


